






























定性 ]、方向性がなく、無限の展性を表出する [無限性 ]、生成と消失が共存した [混




















































































































14 世紀初頭 16 世紀初頭1500-1505
【incomplete】 【unfinished】
【imperfect】
Jan van Eyck「Saint Barbara」
1437
Perino del Vega「Holy Family」
1528-30

































































































































表出する [ 暫定性 ]、無方向性・無限の展性を表出する [ 無限性 ]、生成と消失が共存
した [ 混沌性 ]、観る者に完成をゆだねる [ 参加性 ] の 4 つの性質を指摘した。＊2　
＊1 ニ ュ ー ヨ ー ク の The 






















Jacson Pollock, Number 28, 1950 Yayoi Kusama, No.B.62, 1962 Robert Smithson, Mirros and Shelly, 1970 Andy Warhol, Do It Yourself(Violin), 1962
＊2 Kelly Baum, Andrea Bayer, 
Sheena Wagstaff 『Unfinished: 
T h o u g h t s  L e f t  V i s i b l e 』


































「暫定性」 「無限性」 「混沌性」 「参加性」






　15 作品のイメージの構成方法の共通点を整理することで、[ 分解 ][ 切断 ][ 並置 ][ 重
複 ] の 4 つの基本的な手法を得た。[ 分解 ][ 切断 ] は、あるひとつの要素を基にその
全体性からの不足を表現することによって未完成を表出する減算的手法である。[並置]
[ 重複 ] は複数の要素を基に複数のイメージを想像させることによって未完成を表出す
る加算的手法である。また、その具体的な対象を抽出することで、[ 異なるスケールの
重複 ]、[ 反復するパターンの切断 ][ 構築性と非構築性の並置 ][ 全体性の分解 ][ 全体
性の切断 ][ 全体性の切断と並置 ][ 境界の重複 ][ 異なる軸の重複 ][ まとまりの分解と
重複 ] の 9 つの具体的手法を得た。
考察
分解 切断 並置 重複
1 暫定 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950年 異なるスケール
2 無限 No.B.62 草間彌生 1962年 反覆するパターン
3 混沌 Mirros and Shelly ロバート・スミッソン 1970年 構築性と非構築性
4 擬人的風景、女性の頭部 作者不詳 16世紀後半 異なる軸
5 遊技カード ヴォルホース 1804年 異なる軸
6 格子の門 ジョルジュ・スーラ 1883年 境界
7 シヴェルニー近くのセーヌ河の朝 クロード・モネ 1897年 境界
8 眠り ウジェーヌ・カリエーヌ 1897年 全体性
9 最後のヴィジョン オーギュスト・ロダン 1903年 全体性
10 断片に引き裂かれたイヴォンヌとマグダレーヌ マルセル・デュシャン 1911年 まとまり
11 即興曲二十六番『ボートを漕ぐ』 ワシリー・カンディンスキー1912年 全体性
12 不定形（アモルフ）、二色のフーガ フランティシェク・クプカ 1912年 全体性
13 コンポジション（チェッカー盤、暗い色彩）ピエート・モンドリアン 1919年 まとまり
14 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924年 まとまり





































































































































































































































事務所 OMA とその研究機関である AMO
を主催する。







































































































-1984 年、Peter Arnell との対談より


























































て[射影][増幅 ]、論理的手法として[転写][切断 ]、行為的手法として[布石][梱包 ]
[ 応答 ]の計 7つを主要な手法として提示した。このうち、具体的な形態を伴わない [応
答]を除く6つの手法を関係性のつくりかたに着目して[暗示的関係性][多義的関係性]
[ 変質的関係性 ] の 3 つに整理した。この 3 つを未完成の関係性として定義する。
幾何学的手法 論理的手法 行為的手法





















































































「Richard B. Fisher Center」
1978 1989 1997 20031959 1968
19781976 19791978 1978
ルネサンス的表現 ルネサンス的表現の終焉＝表現的転換点 自由な構造＝技術的転換点












































1 1958-59 Steeves Residence
2 1964-65 Danziger Studio and Residence
3 1968-72 Davis Studio and Residence
4 1972-80 Santa Monica Place
5 1976-79 Gemini G.E.L.
6 1977-78 Gehry Residence
7 1977-79 Cabrillo Marine Museum
8 1978 Wagner Residence
9 1978 Gunther Residence
10 1978 Familian Residence
11 1978-79 Spiller Residence
12 1978 Loyola University Law School
13 1979-81 Indiana Avenue Houses
14 1982-84 California Aerospace Museum and Theater
15 1982-87 Winton Guest House
16 1983-88 University of California
17 1983-88 Sirmai-Peterson Residence
18 1984-88 Edgemar Developmet 
19 1985-89 Yale Psychiatric Institute
20 1985-89 Herman Miller Western Regional Facility
21 1986-89 schnabel Residence


















































































法を並列した。また、その手法の対象を考察し、[ボリューム ][スケルトン ][部位 ][領





可動性 更新性 多義性 冗長性 暗示的 多義的 変質的
手法
可動 反覆 重複 反転 切断 布石 射影 増幅 転写 梱包
























































めに、[暫定性 ][ 無限性 ][ 混沌性 ]を未完成さの質の表出に関わる項目、[参加性 ]
を空間改変の手がかりに関わる項目として整理した。[異なるスケールの重複 ]に [複
合的ボリューム ]、[反復するパターンの切断 ]に [立方体スケルトン ]を対応させ、[暫











































































































































































・上野俊哉「批判の離散」10+1 No.3 ノーテーションカルトグラフィ　INAX 出版 1995
第二章
・J.A. シュモル『芸術における未完成』岩崎美術社 1971 
・ダリオ・ガンボーニ『潜在的イメージ　モダン・アートの曖昧性と不確定性』三元社 
・Kelly Baum, Andrea Bayer, Sheena Wagstaff 『Unfinished: Thoughts Left Visible』





・ レム・コールハース『 S,M,L,XL+ : 現代都市をめぐるエッセイ』 筑摩書房 2015
・ロベルト・ガルジャーニ 『レム・コールハース |OMA 驚異の構築』 鹿島出版会 2015
















・ハインリッヒ・ヴェルフリン『 ルネサンスとバロック : イタリアにおけるバロック
様式の成立と本質に関する研究』 中央公論美術出版 1993



























































































の完成の可能性を表出する [ 暫定性 ]、無方向性・無限の展性を表出
する [ 無限性 ]、生成と消失が共存した [ 混沌性 ]、観る者に完成を
ゆだねる [ 参加性 ] の 4 つの性質を指摘した。3）
2-2-5 まとめ　内的要因による未完成から、外的要因による未完成
への移行を確認できた。また、外的要因の未完成である潜在的イメー
ジの作品は、現代における未完成の 4 つの性質のうちの [ 参加性 ]
と同義であることを整理した。
2-3　作品分析






で、[分解 ][切断 ][並置 ][重複 ]の 4つの基本的な手法を得た。[分





[ 構築性と非構築性の並置 ][ 全体性の分解 ][ 全体性の切断 ][ 全体
性の切断と並置 ][ 境界の重複 ][ 異なる軸の重複 ][ まとまりの分解







































































































































の完成の可能性を表出する [ 暫定性 ]、無方向性・無限の展性を表出
する [ 無限性 ]、生成と消失が共存した [ 混沌性 ]、観る者に完成を
ゆだねる [ 参加性 ] の 4 つの性質を指摘した。3）
2-2-5 まとめ　内的要因による未完成から、外的要因による未完成
への移行を確認できた。また、外的要因の未完成である潜在的イメー
ジの作品は、現代における未完成の 4 つの性質のうちの [ 参加性 ]
と同義であることを整理した。
2-3　作品分析






で、[分解 ][切断 ][並置 ][重複 ]の 4つの基本的な手法を得た。[分





[ 構築性と非構築性の並置 ][ 全体性の分解 ][ 全体性の切断 ][ 全体
性の切断と並置 ][ 境界の重複 ][ 異なる軸の重複 ][ まとまりの分解















分解 切断 並置 重複
1 暫定 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950年 異なるスケール
2 無限 No.B.62 草間彌生 1962年 反覆するパターン
3 混沌 Mirros and Shelly ロバート・スミッソン 1970年 構築性と非構築性
4 擬人的風景、女性の頭部 作者不詳 16世紀後半 異なる軸
5 遊技カード ヴォルホース 1804年 異なる軸
6 格子の門 ジョルジュ・スーラ 1883年 境界
7 シヴェルニー近くのセーヌ河の朝 クロード・モネ 1897年 境界
8 眠り ウジェーヌ・カリエーヌ 1897年 全体性
9 最後のヴィジョン オーギュスト・ロダン 1903年 全体性
10 断片に引き裂かれたイヴォンヌとマグダレーヌ マルセル・デュシャン 1911年 まとまり
11 即興曲二十六番『ボートを漕ぐ』 ワシリー・カンディンスキー1912年 全体性
12 不定形（アモルフ）、二色のフーガ フランティシェク・クプカ 1912年 全体性
13 コンポジション（チェッカー盤、暗い色彩）ピエート・モンドリアン 1919年 まとまり
14 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924年 まとまり











































































































手法として [ 射影 ][ 増幅 ]、論理的手法として [ 転写 ][ 切断 ]、行
為的手法として [ 布石 ][ 梱包 ][ 応答 ] の計 7 つを主要な手法とし
て提示した。このうち、具体的な形態を伴う [ 応答 ] を除く 6 つの
図５　柔軟性の歴史的展開
手法を関係性のつくりかたに着目して [ 暗示的関係性 ][ 多義的関係


































転換点となった「自邸」の増築部に着目すると、[切削 ][ 貫入 ][ 被覆 ]
[ 延長 ] の 4 つの具体的手法が得られた。これらの手法は自邸前後の
作品にも同様に現われていることが確認できた。以上から、[複合的 ]















































































































































手法として [ 射影 ][ 増幅 ]、論理的手法として [ 転写 ][ 切断 ]、行
為的手法として [ 布石 ][ 梱包 ][ 応答 ] の計 7 つを主要な手法とし
て提示した。このうち、具体的な形態を伴う [ 応答 ] を除く 6 つの
手法を関係性のつくりかたに着目して [ 暗示的関係性 ][ 多義的関係


































転換点となった「自邸」の増築部に着目すると、[切削 ][ 貫入 ][ 被覆 ]
[ 延長 ] の 4 つの具体的手法が得られた。これらの手法は自邸前後の
作品にも同様に現われていることが確認できた。以上から、[複合的 ]












































可動性 更新性 多義性 冗長性 暗示的 多義的 変質的
手法
可動 反覆 重複 反転 切断 布石 射影 増幅 転写 梱包































































リューム ]、[反復するパターンの切断 ]に [立方体スケルトン ]を




































アートの曖昧性と不確定性』三元社2007 ,3) Kelly Baum『Unfinished: Thoughts Left Visible』2016 ,4)エイドリアン・フォー
ティー『言葉と建築』鹿島出版会2006 ,5)ロバート・ヴェンチューリ『建築の多様性と対立性』鹿島出版会1982,6)矢萩喜從
郎『空間建築身体』エクスナレッジ2004,7)ロベルト・ガルジャーニ 『レム・コールハース |OMA驚異の構築』 鹿島出版会
2015,8)磯崎新『建物が残った : 近代建築の保存と転生』岩波書店1998 ,9)磯崎新『手法が』鹿島出版会 1997 ,10）岩元真明
「仕上、無仕上、未仕上、脱仕上」ねもは003　2012　11）飯森まき「フランク 0. ゲーリーの建築作品の生成に関する研究」
日本建築学会計画系論文2003,12) ハインリッヒ・ヴェルフリン『 ルネサンスとバロック : イタリアにおけるバロック様式の













































[ 暫定性 ] [ 無限性 ] [ 混沌性 ] [ 参加性 ]
未完成さの質 空間改変の手がかり
[ 複合的ボリューム ] [ 立方体フレーム ]



































































1 暫定性 Number 28 ジャクソン・ポロック 1950 年
小さな円形のパターンがキャンバ
ス全体を覆っている。
2 無限性 No.B.62 草間彌生 1962 年
永続性とはかなさの共存、連続的
かつ分割されている。






















5 参加性 遊技カード ヴォルホース 1804 年
明暗対比を弱めることで前景と遠
景のイメージを重複させている。

























































































14 参加性 容貌の結晶化 パウル・クレー 1924 年
部分的に完成させ、てがかりを残
すことで解釈を誘発する。




































































































































































































































































































































































































22 1987-89 Vitra International Furniture Manufacturing Facility and Design Museum
ルネサンスバロック
内部空間輪郭ディテール全体構成立面平面構成軸
対称
斜め
集中
長軸
垂直性強
水平性強
分割的
複合的
非連続
連続
鋭い輪郭
輪郭の否定
一瞥可
一瞥不可
